
7/18 19 20会   期

観覧料

主 催
共 催

9：30～16：00（最終日は15:30まで）

新津鉄道資料館
新潟市秋葉区新津東町2-5-6　TEL 0250-24-5700

新潟市
にいつ鉄道商店街実行委員会

飲食・物販ブース

鉄道部品・忘れ物販売

200系車内公開

記念入館券の発行と記念品配布

ミニSLの運行

DD14形ディーゼル機関車、485系特急形電車
の車内を公開します。

全長50ｍの線路を走るミニSLの
乗車体験を行います。

鉄道模型走行会
鉄道模型（Nゲージ）の走行会
を行います。

トレインバナナ、駅弁、飲食商品を販売します。
また展示する485系電車にゆかりのある地域の
ブースも出店します。

鉄道車両部品や忘れ物を販売します。
1周年記念限定入館券を発行します。
また各日先着500名に記念バッジを配布します
(バッジの図柄は毎日異なります)。

200系新幹線の車内を公開します。

無料巡回バス
乗降場

機関車・電車特別公開

会   場

後 援 JR東日本新潟支社／新津商工会議所／新津観光協会／新津商店街組合連合会
新町商店街／新津商工会議所青年部・女性会／鉄道友の会新潟支部
新潟大学鉄道研究部／新潟モジュールレイアウトクラブ

・ 新津駅前から無料巡回バスを用意しています。
新津駅東口　　鉄道資料館

 

（無料 20台限定）

DD14・485特別公開DD14・485特別公開

※駐車スペースには限りがあります。なるべく公共交通機関をご利用ください。

　9:30      17：30（約15分おき）　

新津鉄道資料館にやってきた

おかげさまで1周年

特別公開後、10月まで新規展示車両は非公開になります。

・ 新津駅中サテライトでレンタサイクルを貸し出します。
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Anniversary

新潟市新津鉄道資料館　　　　　　　  リニューアルオープン1周年記念事業

DD14形ディーゼル機関車DD14形ディーゼル機関車DD14形ディーゼル機関車 485系特急形電車

3日間限定

オコジロウ・オコミがやってくる

一般300円／高・大学生200円／小・中学生100円
団体割引（20名以上）

一般240円／高・大学生160円／小・中学生80円
年間パスポート

※土日祝日は小中学生無料一般1,000円　高・大学生700円

ばんえつ物語号の
キャラクターが来館
します。



9：30～17：00 （入館は16：30まで）

主 催 新潟市新津鉄道資料館 〒956-0816 新潟市秋葉区新津東町 2-5-6  　TEL0250-24-5700 ／ FAX0250-25-7808
Mail : railwaymuseum@city.niigata.lg.jp     URL : http://www.ncnrm.com/

連絡先：

新津鉄道資料館にやってきた展示車両を紹介

7/18～9/23 
平成２７年

▼  会期・開館時間

▼  休館日

毎週火曜日 
※但し7月21日・28日・8月4日・11日・18日・25日・9月22日
　は開館いたします。

新潟県の近代の旅客・貨物輸送を支え20世紀中に
姿を消した新潟県内の私鉄路線や、それらと入れか
わるように登場した第三セクター鉄道路線につい
て、貴重な実物資料や模型、映像、写真パネルなど
を交えて紹介します。また、現在県内で活動してい
る鉄道保存団体もあわせて紹介し、新潟県の私鉄
の魅力を探ります。

蒲原鉄道モハ71  小熊 二三雄氏撮影蒲原鉄道モハ71  小熊 二三雄氏撮影

特 別 企 画 展

国鉄時代のロータリー式除雪用機関車。1960年から1979
年にかけて43両製造された。線路の上にある雪を先頭に
つけたロータリーヘッドでかき寄せて取り込み、線路の外
に吹き飛ばす。
この機関車の登場で、蒸気機関車時代は複数の除雪車両
が必要だった除雪作業を１両で行うことが可能となった。
新潟周辺では主に上越線や只見線など豪雪地帯で活躍し
た。現在は小型のモーターカーで除雪作業を行うように
なったため、2015年に現役を引退した。

国鉄時代の特急形電車を代表する形式。1968年から
1979年にかけて在来線の交直流すべての電化区間で走
ることができる特急用電車車両として製造された。四国を
除いた全国で活躍した。新潟周辺では「白鳥」「雷鳥」「いな
ほ」「北越」などの電車特急や、快速「ムーンライトえちご」
「くびき野」で用いられた。2015年3月のダイヤ改正で485
系電車の多くが引退した。
現存する485系車両は、改造や塗装の変更によって製造当
初の形状から大きく変化している車両が多いため、国鉄時
代の面影を残す当館の保存車両は貴重である。

豪雪地帯の鉄道で活躍

日本を代表する万能型特急電車

竹石 大樹氏撮影

竹石 大樹氏撮影

国鉄DD14形式液体式ディーゼル機関車

国鉄485系特急形交直流電車


